
会話の中で一人一人の声を取り出します
ーオンライン発話抽出技術ー

背景・課題：マイクロホンアレイ技術などの進歩により，一人の音声を対象とした音声認識システムが実
用化されてきています．しかし，こうしたシステムは，会話のように複数の人が発話する場面では性能が
劣化してしまいます．そこで，会話の中で一人一人の音声を抽出する技術が必要とされています．
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アプローチ：我々は，発話検出や雑音・残響抑圧などの要素技術のブラッシュアップと会話音声処理のた
めの技術の構築の両方を体系的にすすめています．要素技術の研究では，会話音声処理を含めた様々な用
途に応用可能な汎用性の高い技術の構築を目指しています．

到達点：発話検出や残響抑圧，会話音声分離などを組み合わせた処理をオンラインで実行することができ
るようになりました．しかし，現在の技術では一定の時間遅延が生じるため，さらに遅延を小さくするこ
とが今後の課題です．
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